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   Two cases of congenital ectopic ureteral orifice were reported. 
   In the first case, a 10 year old girl, the ureter arising from the right hypoplastic 
kidney entered in the right side vagina of the completely duplicated uterus and vagina. 
The patient was treated with nephrectomy. 
   This type of anomalies has not been described in the 115 cases reported in our 
country and also in the literatures by Thom, Gloor, Buford, Schwarz and Kjellberg. 
   In the second case, a 13 year old  girl. the megaloureter, which was oneof the double 
ureters arising from the right kidney opened at the vestible vagina. 
The uterus and vagina appear otherweise normal. Partial nephrectomy of the upper 
pole of the right kidney was carried out with a good result. 
   The first case belongs to type 1 of Thom's and type 2 of Iwashita and Miura's clas-
sification. 
   The second case will be classified as type 3 of Thom and type 4 of Iwashita.
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本症例は,い ずれ も女性で ある.Thom(19
28)が185例.Gloor(1938)が271例,岩下.
三浦(1947)が359例を文献か ら蒐集 している
が,これ らによると本症 は女性 に多 く男 性の約
2倍となつてい る.Buford(1949)の404例に
おける男女の比 は2:5の 割合で あり,志 田の
291例では約1:3で あ り,ま た,女 性の臨床
例は180例で剖検例は36例に対 し男性では前者
12例で後者63例となつている.
岩下,三 浦に よれば,非 過剰尿管 の膀 胱外開
口の本邦症例11例中9例 は発育不全腎であ り,
Gloorによれば271例中で非過剰尿管は81例,
過剰尿管では190例で あつ た.Thomの 報告 で
は,非 過剰尿管64例,過 剰尿管は121例であ
り,膀胱外開 口は過剰 尿管 に多 い ことを示 して
いる.
Thom,Gloor,Buford,Kjellberg,志田.
岩崎等の丈献 に よれば,女 性では 膣前庭,尿
道,膣 に開 口す るものが約9割 を占め,男 性で
は後部尿道,精 嚢,精 管 が 主 なる 開 口部 で あ
る.
人体の奇型中,最 も多い と云 われ る泌尿性器
の奇塑の原因は,胎 生期に於け る泌 尿性器 の発






症例1は 重複 子宮膣で あることを,レ 線像,
組織所見等に より証 明 した.尿 管はその一側に
開 口しているが,安 藤 の著書 によれば,2条 の
Mttller氏管は胎生第2ヵ 月に内腔 を生 じ,次
第'に下方 より癒 含し始 め,第2ヵ 月の終 り頃に
子宮膣部 まで,胎 生3～5ヵ 月では子 宮底 まで
癒 合 し,癒 合 して出来た両Mttller氏管 の中隔
は早晩,全 く消失 する と云 う.
これ等 の ことか ら,症 例1は 中隔 の消失が妨
げ られ膣 子宮は 別個 に 発達 した ものと老 えら
れ,原 腎管か らの尿管 分離過程 の障碍 が合併 し
て,膀 胱三角部,及 び,尿 管 口の形成 がな く尿
管 が一側 の膣 に開 口したものと推定 される.発
育不 全楼小腎は肉眼的 に認 め られる嚢腫 の外に
顕微鏡的に も多数 の細尿管の嚢腫様拡張 が認 め
られ ることか ら,細 尿管 と原腎管か ら発生 する
集合管の癒 合が円滑に行 われ なかつた もの と思
われ る.叉,腎 機能を有 した ことは正常 と思わ
れ る糸球 体の存在 と,イ ンジゴカル ミンの排泄
や静脈性腎孟撮影 の所見 と一致 した.腎 の2/5
をしめた嚢腫状 のものは腎孟で あり間質 に於け
る梢 著 しい小 円形細胞の浸潤,及 び,一 部 の糸
球体の硝子様変性は軽度 の小腎症 による二 次的
変化 と思われ る.
症例2は 性器 に異常 な く,右 腎上極 よ り巨大
過剰尿管が正常尿管の後方 を走行 して膣前 庭に
開 口した ものであるが開 口部 が極 めて狭 いため
尿の停 滞に より巨大尿管 が形 成 されたものであ
る.
本 症の治療 は外科的手術 による外 な く.奇 型
の様 式,腎 機能 の良否等 に よつ て腎別除術,腎
部分切 除術,尿 管膀胱移殖術等が行われ る.症
例1は 腎別 出術 を,症 例2は 尿管 を含めて腎上
極 の部 分切除術 を施 行 した.
なお,症 例1はThomの 分類 では,1型
に,岩 下,三 浦の分類 で 皿型 であ り,症 例2は




尿管異常開 口の2症 例 を報告 した.
1)症 例1は 右発育不全媛小腎の非過剰尿管
が,重 複子 宮膣 の右側 に開 口した もので腎捌除
術 を施行 し治癒せ しめた.こ の例 の如 く,重 複
子宮膣に開 口した症例は丈献 に記載 されていな
い.
2)症 例2は 右過剰 巨大尿管が膣前庭に開 口
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